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７／１４、看護労働実態調査の記者会見を実施 

絶対的な看護師不足、夜勤や残

業、勤務間隔に規制が必要 

 
【写真】７／１４愛知県政記者クラブにて記者会見する４役の皆さん 

 
７／１４、愛知県医労連は、愛知県庁内の記者クラブにて「看護職員労働実態調査」の記者

会見を実施。県内１７６０名の看護職員労働の実態が明らかになりました。 

 

愛知県内で働く看護職員の労働実態について 
はじめに 

私たち愛知医療介護福祉労働組合連合会は、愛知県内の国公立・民間４５病院の労

働組合、約１万１千人の医療・介護労働者を組織し、より良い医療や介護を提供する

ため、医師・看護師・介護労働者の大幅増員と、労働条件の改善をすすめています。 

今回、昨年末から今年１月にかけて「看護職員の労働実態調査」に取り組み、愛知

県内で 1,760 人の回答を得ました。その調査結果から、愛知県内における看護職員の

労働実態について、下記のように報告します。 

 

１．看護師は疲れている 慢性疲労７割、健康不安６割 



「疲れが翌日に残ることが多い」（47.8％）、「休日でも回復せず、いつも疲れてい

る」（20.1％）を合わせた、いわゆる「慢性疲労」は 67.8％になった。(問 25)  

健康状況を聞くと「健康に不安」46.6％、「健康に大変不安」8.0％、「病気がち

で健康と言えない」2.6％を合わせると 57.2％と約６割が健康に不安をかかえている。

「自分が健康である」と答えたのは 41.8％と４割である。(問 23)。 

さらに 68.1％と約７割が仕事で「強い不満、悩み、ストレスがある」と答え(問 26)

「全身がだるい」49.4％、「腰痛」48.5％が半数を占める。また「なんとなくイライ

ラする」38.6％、「憂鬱な気分がする」34.7％と、精神症状も高率となっている。 

 

２．増える薬の常用、３割が鎮痛剤、「睡眠剤」と「安定剤」常用も 

薬の常用「なし」が 43％で、逆に看護職の約６割が何らかの薬を常用していること

が判明。最も多いのは「鎮痛剤」29.1％、次いで「ビタミン剤」20.1％、「胃腸薬」

13.5％、「緩下剤」8.4％と続く。「睡眠剤」6.1％(108 人)、「安定剤」3.4％(59 人)、

「抗うつ薬」1.3％(23 人)と、精神疾患との関連が注視される。(問 29) 

３．危ぶまれる母性 切迫流産は３人に１人が経験 

看護職の母性が危ぶまれる状態にある。生理休暇を「毎潮時とっている」のは僅か

0.4％で、「時々とっている」1.2％を合わせても 1.6％過ぎません。98.5％が「全く

とれていない」状況である(問 36) 

妊娠時に「順調」だったのは 22.1％。症状では「つわりかひどい」46.2％、「切迫

流産」27.9％、「貧血」36.5％、「むくみ」34.1％、「出血」23.1％、「蛋白尿」18.3

％、「妊娠中毒症」2.9％、「流産」6.7％となっている。(問 37)  

４．常態化する不払い残業と、取得できない年休 

主に人手不足に起因した不払い残業が常態化。2009 年 10 月の賃金不払い労働（サ

ービス残業）があった看護師は 59.9％にのぼり(問 13) 賃金不払い労働の主な業務

として「記録」56.6％、「患者への対応」50.7％、「情報収集」48.8％と多くなって



います。(問 14)  

また、年次有給休暇が「全て取れた」のは僅か 6％でした。「5 割以上の取得」の

合計は 39.2％と４割弱。「３割」以下が 56.1％と 5 割強になりました。「全く取れ

なかった」は 5.9％ありました。(問 16) 

５．３交代勤務、夜勤月９回以上が６割弱も 

看護職員の夜勤回数は、一ヵ月平均「８

回」が昭和 1965 年の「人事院判定」で、

また 1992年の看護婦確保法に基づく指針

では「月８回以内」が示され、さらに 2007

年には「夜勤は月８日以内」の国会請願

が採択されている。 

しかし、依然として９回を超える夜勤

が多い。今回の調査でも「９回」以上が

59.3％と約６割となっている。「10 回」

以上の合計でも 22.5％となる。 

 

６．２交代勤務、16 時間以上の夜勤が３割 ５回以上が６割弱も 

２交代勤務の夜勤の労働（勤務拘

束）時間は「12.5 時間～16 時間未満」

が一番多く 51.0％、次いで「16 時間

以上」が 31.1％、「8.5 時間～12.5

時間」8.9％となっている。(問 41) 

また、夜勤回数は「５回」が 37.6％

と最も多く、「５回」以上の合計は

56.％にものぼり、長時間夜勤の実態

が浮き彫りになった。(問 40) 

 

 

 

７．疲労が回復できない勤務間隔 ６時間未満が４割超える 

勤務と勤務の一番短い勤務間隔は「6 時間未満」が 30.8％と一番多く、「４時間未

満」の 11.6％と合わせると、42.4％と４割を超えました。 (問 44) 

ＩＬＯ国際看護職員条約（日本政府は未批准）は、勤務間隔を 12 時間以上とする

ことを求めていますが、実現には、週労働時間は 32 時間、月６回の夜勤に制限する

必要があります。交替制労働者の疲労を回復させるには必要な措置です。 

 



８．仕事を辞めたい 理由の 1 番は「人手不足できついから」 

仕事を辞めたいと「いつも思う」20％、「ときどき思う」57.2％と合わせると 77.2

％と約８割。辞めたいと「思わない」は僅か 16.1％でした。(問 34) 

「仕事を辞めたい理由」は「人手不足で仕事がきつい」43.6％、「賃金が安い」41.3

％、「休暇が取れない」39.5％、「夜勤がつらい」30.8％、と続きます。(問 35) 

９．約９割が医療ミスやニヤミスを経験 背景に人手不足 

「この 3 年間にミスやニヤミスを起こしたことがありますか？」の問いに、88.8％

が「ある」と回答。「ない」は、わずか 9.5％でした。仕事を辞めたい理由に「医療事

故が不安だから」13.9％ありますが、医療事故が続く原因(上位 2 つ)についても、83.5

％が「慢性的な人手不足による医療現場の忙しさ」を上げています。(問 19) 

まとめ 

この調査では、看護職員が絶対的な人員不足のなか、過密労働で健康を害しながら、医

療の安全も守れない不安を抱えながら、働かざるをえない過酷な実態が明らかになりまし

た。 

愛知県医労連はこの間、県内の看護職員 10 万人体制（現行 6 万人）を求める県知事署名

に取り組んできましたが、2010 年 12 月の「第７次看護職員需給見通し」の策定に向けて、

看護職員の大幅増員を、県の需給計画に反映させていくことが必要と考えます。 

また増員要求と合わせて、看護職員の健康を守り、安全な医療を提供するため、勤務間

隔の最低時間確保、長時間夜勤や残業を規制するなど、法的な改善措置が必要です。 

私たちは秋から、医療関係団体などとも力をあわせ、一刻も早い看護職員の過酷な労働

実態の改善を目指していきます。 
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